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～令和５年上半期（１月～６月）の火災概要をまとめました～ 
 

川崎市消防局では、令和５年上半期における川崎市内の火災件数等を取りまとめましたの

でお知らせします（本概要は速報であり、数値を訂正する場合があります。）。 

火災件数は２０４件で、上半期における川崎市内の火災件数としては最近１０年間（平成

２６年～令和５年）で最多の件数となっています。また、前年同時期と比較すると３５件増

加（２０．７％増）しています。 

 
 

１ 火災原因別件数  
１位 たばこ  ３０件（前年同時期＋１４件） 

２位 放火   ２６件（前年同時期－３件） 

３位 電気機器 ２４件（前年同時期＋１３件） 

４位 こんろ  ２３件（前年同時期と同件数増減なし） 

５位 配線器具 ２２件（前年同時期＋５件） 

 

 

２ 電気火災が多発！！ 
電気火災が上半期で６９件（火災件数に占める割合は約３４％）と、多発しています。 

（参考：前年同時期は５０件） 

近年発生した電気火災の統計では、電気コード、電池（リチウムイオンバッテリー等）及 

びプラグが原因となることが特に多いことが分かっています。 

 

 

 

～こんな電気火災が発生しています。～ 

事例①リチウムイオン電池の火災 
火災事例 対策 

モバイルバッテリーがごみ収集車の回転
板に挟まれたことにより、リチウムイオ
ン電池が破壊されショートして出火！ 

モバイルバッテリーはリチウムイオン電池が内蔵さ
れています。一般ごみとは別にして、決められた方法
で廃棄しましょう。 

 
事例②延長コードの火災 

火災事例 対策 
延⾧コードを束ねた状態で電気機器を使
っていたところコードが発熱して出火！ 

コードはまっすぐ伸ばしコードに熱がたまらないよ
うにしましょう。 

 
事例③コンセントプラグの火災 

火災事例 対策 
洗濯機の電源プラグがコンセントにしっ
かり差さっていなかったため電源プラグ
とコンセントの間で発熱し出火！ 

・電源プラグはしっかりコンセントに差しましょう。 
・曲がった電源プラグは火災になる危険があります。
使わないようにしましょう。 

電気火災とは・・・電気機器、配線器具、電灯・電話等の配線、電気装置に起因する火災 

        （発火源の例）リチウムイオンバッテリー、電気コード、プラグ、テーブルタップ 



 

３ 火災による死者は３人で、前年より２人増加 
  火災による負傷者は２８人で、前年同時期と同数となっています。 

また、火災による死者は３人で、前年同時期と比較して２人増加しています。 

 

４ 消防局からのお願い 
（１）電気火災は、近年増加傾向にあります。「電化製品は、取扱説明書どおりに使用する。」、

「電気コードが傷んでいる場合や、プラグが変形している場合は使用を控える。」、「プラグ

はしっかりと差し込んだ状態で使用する。」等の基本的な対策をお願いします。 

（２）たばこが火災原因のトップとなっていますが、その多くは喫煙者のマナー違反に起因し

ています。「灰皿に水を張り、確実に消火」、「寝たばこは絶対しない」等、日頃から喫煙マ

ナーを守るようお願いします。 

（３）放火は、毎年、火災原因の上位となっています。敷地内、建物外周部、ごみ集積場等の

生活に身近な場所も放火犯に狙われますので、家の周りに燃えやすいものを置かない、ご

みは決められた日の朝に出すなど、「放火されない環境づくり」に御協力をお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問合せ先 

川崎市消防局予防部予防課 渡邊 

電話：０４４－２２３－２７０１ 



 


